














































































対象児 A は、特別支援学校に在籍する小学 4年生 10歳の男児であった。家族構成は父親、
母親、本人の 3人家族であった。
















語られた。その後、X 年 3月に A の居住する地域とは異なる地域で開催され、筆者がトレー
ナーとして参加した心理リハビリテイションキャンプに参加した。
A の動作および姿勢の様子、認知的側面、社会的側面、情緒的側面の特徴
X-1年 12月（A は 10歳 4ヶ月時）に実施された新版 K 式発達検査 2001では、【全領域発
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先天性心疾患と知的障碍のある重複障碍児におけるアタッチメント・スタイルの変容
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